
一

般

質

問

３
分
の
１
を
補
助
す
る
内
容

で
、
来
年
度
予
算
概
算
要
求
に

１
５
０
億
円
計
上
し
て
い
る
。

６
月
市
議
会
で
「
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成

を
」
と
質
問
し
、
９
月
補
正
予

算
案
の
中
に
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
用
と
し
て
２
７
３
万
円
が

計
上
さ
れ
実
施
へ
の
道
が
開
け

て
き
た
。
こ
の
事
業
の
具
体
的

な
取
り
組
み
お
よ
び
内
容
は
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い

て
今
回
の
補
正
予
算
案
で
提
案

し
、
１１
月
に
は
実
施
で
き
る
よ

う
予
定
し
て
い
る
。
内
容
と
し

て
中
学
３
年
生
女
子
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
か
か
る
費
用
は
約

１
万
５
０
０
０
円
で
、
こ
の
内

１
万
円
を
上
限
に
府
と
市
で
助

成
す
る
。
接
種
は
３
回
必
要
だ

が
、
３
回
ま
で
助
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
国
に
お
い
て
は
、
来

年
度
の
予
算
要
求
の
中
で
措
置

が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
見
定
め
な
が
ら
市
と
し
て

来
年
度
以
降
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　

公
明
党
が
子
宮
頸け

い

が
ん
ワ

ク
チ
ン
や
予
防
検
診
費
用
の
公

費
助
成
を
盛
り
込
ん
だ
予
防
法

案
を
提
出
。
署
名
活
動
、
一
般

質
問
を
通
し
、
が
ん
抑
圧
に
取

り
組
む
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

公
費
助
成
を
行
う
自
治
体
も
６

月
時
点
で
１
１
４
自
治
体
に

拡
大
。
国
と
し
て
も
費
用
の

６
月
２８
日

管
内
の
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
日
吉
で
は
農
業
用

道
路
園
部
日
吉
線
１
工
区
・
２

工
区
、
胡
麻
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

日
吉
山
の
家
な
ど
８
カ
所
、
美

山
で
は
和
泉
バ
イ
パ
ス
観
光
交

流
施
設
、
上
水
道
管
路
改
良
事

業
、
美
山
漁
協
な
ど
７
カ
所
の

現
状
や
工
事
の
予
定
と
進
ち
ょ

く
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査

を
し
ま
し
た
。

７
月
29
・
30
日

三
重
県
名
張
市
で
は
「
元
気

な
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
遊
休
農
地
の

有
効
活
用
を
通
し
て
“
市
民
を

豊
か
に
す
る
都
市
農
業
”
の
創

造
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
１８
年
度

か
ら
２０
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。遊

休
農
地
の
解
消
面
積
を

▼
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地元食材を使った「せいわの里」のバイキング料理

７
月
９
日

カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
㈱
で
焼
却
炉
内
の
フ
ィ
ル

タ
ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
、
緊
急
に
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
は
主
に

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
破
損
に
よ

る
も
の
で
、
最
終
段
階
に
設
置

さ
れ
て
い
る
活
性
炭
フ
ィ
ル

タ
ー
に
よ
っ
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
と
の
説
明
で
し
た
。

環
境
へ
の
影
響
は
皆
無
で

し
た
が
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん

に
不
安
を
与
え
た
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。　
　

今
回
の
委
員
会

に
お
い
て
、
再
発
防

止
策
を
は
じ
め
、
施

設
の
管
理
運
営
等
に

厳
し
い
質
疑
が
集
中

し
ま
し
た
。
所
管
委

員
会
と
し
て
、
今
後

の
動
向
を
厳
し
く
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

設
定
し
、
高
付
加
価
値
型
の
新

規
作
物
の
導
入
を
図
り
、
特
産

品
化
を
目
指
す
こ
と
や
、
市
民

農
園
、
体
験
農
園
等
で
都
市
住

民
に
よ
る
利
用
が
図
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
遊
休
農
地
の
復
旧
・
利
活
用

や
、
園
芸
福
祉
な
ど
幅
広
く
遊

休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
の
取

り
組
み
が
さ
れ
、
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

翌
日
の
三
重
県
多
気
町
で

は
「
農
業
法
人
せ
い
わ
の
里
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
法
人

は
、
豊
か
な
資
源
（
原
料
・
技

術
）
を
引
き
継
ぎ
、
次
世
代
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

法
人
が
経
営
す
る
農
村
料

理
の
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
堂

に
は
多
く
の
来
客
が
あ
り
、
ま

た
、
豆
腐
・
油
あ
げ
・
味
噌
・

漬
物
な
ど
の
加
工
品
が
売
ら

れ
、
体
験
工
房
で
は
農
村
料
理

や
味
噌
づ
く
り
が
体
験
で
き
ま

す
。
材
料
等
は
地
元
産
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
農
地
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
り
、
安
全
安
心
な

食
材
提
供
と
雇
用
の
場
の
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

津山市立戸島学校食育センターの調理場視察

８
月
18
・
19
日　

岡
山
県
津
山
市
で
は
、
学
校

給
食
食
育
将
来
計
画
と
市
立
戸

島
学
校
食
育
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、
鳥
取

県
米
子
市
で
は
、
市
民
自
治
基

本
条
例
づ
く
り
と
市
民
協
働
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
行
政
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
食
育
将
来
計
画
と

食
育
セ
ン
タ
ー
視
察

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
お
い
し
い
学
校
給
食

を
通
し
て
、
食
に
つ
い
て
の
正

し
い
理
解
と
望
ま
し
い
食
習
慣

を
養
い
、
心
豊
か
で
健
や
か
に

育
ま
れ
る
よ
う
に
―
と
い
う
理

念
の
も
と
に
策
定
さ
れ
た
計
画

内
容
を
調
査
し
た
あ
と
、
市
立

食
育
セ
ン
タ
ー
の
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
づ
く
り
と
市
民

協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
っ
て
地
方
自
治
を
確
立

し
、
人
権
の
尊
重
及
び
市
政
に

参
加
す
る
権
利
な
ど
の
保
障
並

び
に
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
の
条
例
制
定

を
目
指
し
て
い
る
状
況
や
、
市

の
職
員
が
中
心
と
な
り
、
寸
劇

を
通
し
て
市
民
に
協
働
へ
の
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
な
ど
を

調
査
し
ま
し
た
。　

米子市市民協働の視察
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